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 「子育て支援を考える」集まりは、６月、７月と開催され、８月の会合で３回目を迎えました。現在、

つくば市での子育て支援がそれぞれの団体・機関においてそれぞれ活発に動いています。この集まりは、

そうした団体がお互いに知り合い、お互いに声をかけあうことで、それぞれがカバーできないところを

サポートしあえるようなネットワークをつくっていこうと考えています。そのために、子育て支援に関

わっている人々に、つくば市における子育てやその支援について関心を持っていること、課題であると

感じていることなどを話し合う場を設けてきました。 
ここでは、第３回目に行われた内容をお伝えします。 

 
第３回「子育て支援を考える」 
日時：８月４日 １３：３０～１６：００  場所：桜庁舎第１会議室 
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  
Ⅰ．第１回、２回目の簡単なまとめ 
 これまで２回の集まりでは、次のようなことが行われてきました。第１回目は、つくば市の子育て支

援を話し合おうということで、サークル、ＮＰＯ、保育所、子育て支援センター、主任児童委員、社会

教育指導員など約 40 人が集まりました。そこでは、つくば市において今自分たちが思っている子育て

支援の課題、子育ての課題、支援をしていく上で活用できるものに関して、それぞれ書き出し、グルー

プごとにまとめをしました。第２回目は、20 名程度で、第１回目にグループごとでまとめたものを、全

体で一つのものにし、そこからつくば市における子育て支援の現状を読み解いていきました。そのなか

で、支援する側のネットワークをつくり、うまく動かしていくことの必要があることが確認されました。

（なお、第１回、２回目でまとめられた図は別紙になります。） 
 こうしたことを受けて、今回（第３回）の集まりでは、つくば市において子育て支援に関わる団体・

機関等がネットワークをつくっていくためのきっかけとして、子育て支援に関するパンフレットまたは

冊子を作成していくことを検討しました。 
 
Ⅱ．他市の子育て支援パンフレット・冊子の品評会 
 具体的には、他市の子育て支援パンフレットや冊子の品評会を通じて、支援する側、される側がどん

な情報を求めているのか、子育て支援はどこまでを含めるのかといったことの話し合いが行われました。 
【やり方】 
・３つのグループに分かれ、３つのパンフレットまたは冊子を検討しました。 
 使用したもの：松江市（Ｂ５変形版の薄い冊子）、世田谷区（Ａ２の大きさで、裏表１枚にまとめら 
 れたもの）、東京法規（Ａ４版冊子、子育て支援ガイドブックのモデル冊子） 
・検討する観点は、親しみやすさ、わかりやすさ、使いやすさ、情報量の適切さ、情報内容の適切さ、 
 総合の６つに、それぞれのグループで付け加えた観点。 
 
【グループから出されたこと】 
 松江市をもっとも評価したグループが３つ。世田谷区をもっとも評価したグループが１つ。 
松 江 市    ：・一目でわかる見出しが付いていること。 
     ・支援の言葉の呼びかけがよい。ただし、サークルの案内には、コメントがほしい。 
     ・地図がわかりにくい。 



世田谷区：・ライフステージごとに支援の内容が表記されていること。高校生までの長いスパンで子育 
      て支援をとらえていることは、つくば市でも考えていく必要があるのではないか。 
     ・情報がコンパクトであることがよい。１枚であるのがいい。 
     ・多色刷りであることが見にくい？ 
東京法規：・すでにつくば市の保健センターがつくっている内容とかぶるので、この形でなくてよいの 
      ではないか。 
     ・ジェンダーに配慮されている。 
     ・情報内容に偏りがみられる。 
 
【全体】 
・地図は、行きたい場所にたどり着けるようなきちんとした地図が必要。 
・障害児のための支援など、特別な支援を必要とする情報をのせる。 
・サークルは年々かわるので、総合窓口が必要ではないか。 
・どこまでを子育て支援と考えるのかを検討していくこと。 
・利用したいと思うような「呼びかけ」の言葉が重要。 
 
【その他に話し合いで出てきたこと】 
・この集まりで話し合った内容は、次世代育成支援推進の行動計画に反映させることは可能なのか。 
 →現在のところ、行政の部局がそれぞれ行動計画案を出しているようなので、直接反映させることは 
  難しいのではないかという意見が多かった。この集まりで出てきた意見が盛り込まれるように接点 
  をつくっていくことを確認。 
・どこまでを行政がやり、どこまでを民間でやっていくのかを一緒に考えていく必要があるのではない 
 か。 
 →今後の検討課題として残る。 
・地域子育て支援センターを、ネットワークの核にしていくことができるのか。それぞれの支援センタ 
 ーはどのようなことをしているのか。また、支援センター同士の関係があるのか。 
 →この点に関しては、時間切れで話し合いが途中になりました。次回以降の集まりに持ち越し。 
 
Ⅲ．今後の集まりに関して 
・ 月に１回か、２ヶ月に１回程度に、集まりを開催していく。月曜日か水曜日に設定していく予定。 

次回の開催予定日：９月２７日（月） １３：００（２時間程度を予定） 
           場所は、桜庁舎第４会議室（４階） 
・集まりを開催していくための世話人をおき、その準備のために月１回のミーティングを行う。 
参加者募集。 

・名称：次回までに、この集まりの名称を考えてきてください。 
・集まりに関する通知は、参加していきたいという希望を出した人のみに絞る。それ以外の人々には、 
 議事録（ニュースレター？）を送り、この集まりの動きに関心を持ってもらえるようにする。 
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